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地
方
自
治
法
改
正

地
方
自
治
法
改
正

活
力
あ
る
地
方
議
会
実
現
を

活
力
あ
る
地
方
議
会
実
現
を

第
９９
回
定
期
総
会
開
く

本
会
は
6
月
14
日
、
第
99
回
定
期
総
会
を
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
開
催
。全
国
の
市
区
議
会
議
長
６
４
５
人
が
出
席
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
清
水
富
雄
会
長
（
横
浜
市
会
議

長
）
は
、
地
方
自
治
体
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
と
な

る
地
方
税
・
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
の
確
保
が
不
可

欠
で
あ
る
と
強
調
す
る
と
と
も
に
、
本
会
が
長
年
に
わ
た
り

求
め
て
き
た
地
方
議
会
の
位
置
付
け
の
明
文
化
等
を
盛
り
込

ん
だ
地
方
自
治
法
の
改
正
案
が
今
国
会
で
成
立
し
た
こ
と
を

契
機
に
、
活
力
あ
る
地
方
議
会
の
実
現
に
向
け
て
さ
ら
に
取

り
組
ん
で
い
く
と
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
は
、
本

年
４
月
に
改
正
さ
れ
た
地
方
自
治
法
に
つ
い
て
触
れ
、「
今
後
、
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地
方
議
会
の
活
性
化
策
が
各
地
域
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
次
い
で
、
細
田
博
之
衆
議
院
議
長
、

松
本
剛
明
総
務
大
臣
か
ら
祝
辞
を
賜
り
、
尾
辻
秀
久
参
議
院
議

長
、
岡
田
直
樹
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
担
当
・
地
方
創

生
担
当
大
臣
か
ら
贈
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
こ
の
日
任
期
満
了
を
迎
え
た
清
水
会
長
が
退
任

し
、
坊ぼ

う

恭や
す
な
が寿
神
戸
市
会
議
長
が
第
65
代
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。

副
会
長
以
下
の
役
員
交
代
も
あ
り
、
坊
会
長
の
下
、
新
た
な
顔

ぶ
れ
で
令
和
５
年
度
の
活
動
が
始
動
し
た
。

当
日
は
、
地
方
9
部
会
の
提
出
議
案
27
件
と
会
長
提
出
議
案

5
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
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〔略歴〕
坊  恭寿(ぼう・やすなが)
昭和42年3月15日（56歳)
佛教大学文学部卒業。平成
15年6月神戸市会議員に初
当選以来連続6期。令和3年
6月 ～ 令 和4年6月、 第103
代神戸市会議長、令和5年5
月、第105代神戸市会議長
就任

坊 恭寿会長 就任あいさつ坊 恭寿会長 就任あいさつ

全国９地方部会全ての総意として、ご推挙を賜
り、皆様方の全会一致のご賛同により、第 65 代 
全国市議会議長会会長に選任をいただきました、
神戸市会議長の坊恭寿でございます。

全国の 815 市区が加入いたします、歴史と伝統
ある全国市議会議長会の会長にご推挙いただき、
皆様方に厚く御礼を申し上げます。

大きな功績を残されました歴代会長さんの後
を受け、その責任の重大さを感じているところで
ございます。

清水前会長におかれましては、在職された２年
間、最も重要な地方財政対策において、令和４年
度及び５年度ともに、一般財源総額が前年度を上
回る規模で確保することができました。

また、昨年 12 月、続いて本年４月と、地方自
治法が二度にわたり改正され、議員個人による請
負規制の緩和、地方議会の役割及び議員の職務等
の明確化など、積年の課題に目途を付けられまし
た。

地方自治並びに本会の発展に向け、大いにご活
躍されたところであり、深く敬意と感謝を申し上
げる次第であります。

後を引き継ぐ私といたしましても、活力ある地
方議会の創出をはじめ、議員のなり手不足解消や
議会への関心を高める方策、さらには、地方税財
源の充実確保、人口減少・少子高齢化への対応、
地域のデジタル化、社会保障の充実、防災・減災
対策の推進などの諸課題に、全力を傾注して取り
組んでまいる所存であります。

皆様方のお力添えを賜りますようよろしくお
願い申し上げ、会長就任に当たってのご挨拶とさ
せていただきます。
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第第
6565
代
会
長

代
会
長

第
99
回
定
期
総
会
で
は
、

清
水
富
雄
会
長
（
横
浜
市
会

議
長
）の
開
会
あ
い
さ
つ
、来

賓
あ
い
さ
つ
（
５
～
７
面
）

に
続
き
、
会
長
選
任
を
実
施

し
た
。

前
日
13
日
に
役
員
選
考
委

員
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

赤
間
次
彦
役
員
選
考
委
員
長

（
仙
台
市
議
会
議
長
）
か
ら

選
考
結
果
と
し
て
次
期
会
長

候
補
者
に
坊
恭
寿（
ぼ
う・や

す
な
が
）
神
戸
市
会
議
長
を

推
薦
す
る
旨
、
報
告
が
あ
り
、

満
場
一
致
で
坊
恭
寿
氏
を
第

65
代
会
長
に
選
任
し
た
。
任

期
は
２
年
間
。

坊 

恭
寿 

神
戸
市
会
議
長
を
選
任

清水会長（横浜市）

赤間選考委員長
（仙台市）

定
期
総

会
に
先
立

ち
、
6
月

13
日
に
開

か
れ
た
第

２
３
１
回

理
事
会
で
は
、
翌
日
に
開
催
の
第
99
回

定
期
総
会
の
運
営
及
び
会
長
提
出
議
案

に
つ
い
て
協
議
し
、い
ず
れ
も
了
承
さ
れ

た
。ま

た
令
和
６
年
度
の
「
都
市
問
題
に

関
す
る
特
別
委
員
会
」
の
研
究
テ
ー
マ

を「
社
会
的
な
孤
独・孤
立
に
関
す
る
諸

問
題
」
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

「社会的な孤独・孤立に関する諸問題」

清水会長（横浜市）

第２３１回　理事会第２３１回　理事会

令和６年度令和６年度 都市問題特委テーマ都市問題特委テーマ

定期総会の運営を了承定期総会の運営を了承

理事会の模様
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清水富雄前会長 退任あいさつ清水富雄前会長 退任あいさつ

会長退任に当たり、ご挨拶を申し上げます。
私は、令和３年５月 26 日開催の第 97 回定期総

会におきまして、本会の第 64 代会長にご選任い
ただき、以後２年間にわたり、会長として活動し
てまいりました。

私が会長に就任した時は、緊急事態宣言や ま
ん延防止等重点措置が実施されており、まさに新
型コロナウイルス感染症が猛威を振るっている
真っ最中でありました。

以来、本会の重要な会議も書面やオンラインで
の開催を余儀なくされましたが、昨年５月の定
期総会は３年ぶりに対面で開催することができ、
徐々に正常化してまいりました。

厳しい経済社会情勢が続く中、地域経済の再生
をはじめ、様々な行政需要に適切に対応するため
には、何よりも安定的な税財政基盤の確立が不可
欠であり、令和４年度、５年度の地方財政対策に
おいて、前年度を上回る規模で一般財源総額を確
保することができました。

また、近年は、度重なる集中豪雨や台風被害、
地震災害など、全国各地で大きな自然災害に見舞
われており、東日本大震災をはじめ、被災自治体
への視察や、被災自治体の皆様方との意見交換等
を通じて、復旧・復興に向けた活動を展開するこ
とができました。

地方議会の課題に関しては、議員のなり手不足
や投票率の低下が続く中、先の統一地方選挙に向
けて、地方自治法の改正により、地方議会の役割
及び議員の職務の明確化などを実現することが
できました。これもひとえに、地元選出国会議員
に対する精力的な要望活動をはじめ、多大なるご
協力を賜りました皆様方のお陰と厚く感謝を申
し上げます。

坊新会長におかれましては、引き続き、地方自治
及び地方議会が直面する課題に全力を挙げて取り
組んでいただきますよう、ご期待申し上げます。

最後に、皆様方のご厚誼に重ねて感謝申し上げ
ますとともに、皆様方のご健勝と、各市のますま
すのご発展をご祈念申し上げ、会長退任のご挨拶
といたします。

２年間、誠にありがとうございました。
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会
議
で
は
、
一
般
事
務
報

告
、
令
和
３
年
度
各
会
計
決

算
及
び
5
年
度
各
会
計
予
算

な
ど
の
会
計
報
告
の
の
ち
、

本
会
に
設
置
さ
れ
て
い
る
8

委
員
会
が
活
動
経
過
と
要
望

活
動
結
果
を
報
告
し
、
こ
れ

を
了
承
し
た
（
10
～
11
面
）。

議
案
審
議
で
は
、
ま
ず
、

部
会
提
出
議
案
27
件
を
上
程
。

い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決

し
た
（
件
名
、
区
分
、
説
明

市
議
長
写
真
は
13
面
）。

続
い
て
、
会
長
提
出
議
案

と
し
て
、
▽
多
様
な
人
材
の

新
会
長
選
任
の
の
ち
、坊

会
長
が
勤
続
4
年
以
上
の

正
副
議
長
、在
職
10
年
以
上

の
議
員
の
市
政
振
興
へ
の

功
績
を
称
え
、表
彰
状
を
贈

呈
し
た
。

授
与
式
で
は
、三
田
敏
秋

村
上
市
議
会
議
長
、弥
吉
治

一
郎
筑
後
市
議
会
議
長
が

そ
れ
ぞ
れ
正
副
議
長
・
議
員

表
彰
者
の
代
表
と
し
て
表

各
議
案
を
可
決

役
員
改
選
で
は
、役
員
選
考

委
員
会
の
結
果
等
を
も
と
に

新
役
員
を
選
任
し
た
（
４
面
）。

閉
会
式
で
は
、
清
水
前
会

長
は
じ
め
本
会
の
前
役
員

５
２
６
名
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
た
（
14
面
に
写
真
）。

坊
会
長
は
閉
会
あ
い
さ
つ

で
、「
本
日
議
決
さ
れ
た
案
件

に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
全
力
を
傾
注
し
て
い

く
」
と
し
て
、
本
会
活
動
へ

の
協
力
を
呼
び
か
け
、
第
99

回
定
期
総
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

彰
状
を
受
領
。受
彰
者
代
表

と
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
三

田
議
長
は
感
謝
の
意
を
表

し
、昨
年
の
豪
雨
被
害
へ
の

支
援
に
謝
意
を
示
し
た
上

で「
地
方
自
治
体
や
行
政
に

関
わ
る
私
ど
も
の
役
割
は

よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て

い
る
。さ
ら
な
る
市
民
福
祉

市
議
会
へ
の
参
画
促
進
▽
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
を
展
望
し
た
地

方
行
財
政
の
充
実
▽
感
染
拡

大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の

両
立
▽
頻
発
・
激
甚
化
す
る

大
規
模
災
害
等
か
ら
の
防

災・減
災
対
策
及
び
復
旧・復

興
対
策
等
▽
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
―
に
関

す
る
決
議
５
件
を
上
程
。
い

ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
し
、

坊
会
長
か
ら
地
元
選
出
国
会

議
員
に
対
す
る
要
望
活
動
を

依
頼
し
た
（
12
面
に
概
要
）。

永
年
勤
続
表
彰

永
年
勤
続
表
彰

正
副
議
長
・
議
員

前
役
員
へ
感
謝
状

の
充
実
の
た
め
邁
進
す
る

所
存
」
と
述
べ
た
。

※
正
副
議
長
表
彰
者
（
４
年

以
上
）
及
び
議
員
表
彰
者

（
30
年
以
上
の
特
別
表
彰

者
）
は
８
～
９
面
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事
３
人
を
選
任
。

続
い
て
、
部
会
長
９
人
、

理
事
51
人
、
評
議
員
１
５
５

人
、
各
委
員
会
委
員
（
地
方

会
則
に
基
づ
き
、
定
期
総

会
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た

役
員
選
考
委
員
会
で
の
結
果

を
受
け
て
副
会
長
６
人
、
監

行
政
・
地
方
財
政
・
社
会
文

教・産
業
経
済・建
設
運
輸
各

28
人
、
国
会
対
策
９
人
）
を

そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
た
（
正
副

委
員
長
は
15
面
掲
載
の
各
委

員
会
合
同
会
議
で
選
任
）。

国
と
地
方
の
協
議
の
場
等

に
関
す
る
特
別
委
員
会
委
員

28
人
、
都
市
問
題
に
関
す
る

特
別
委
員
会
委
員
35
人
は
設

置
要
綱
に
基
づ
き
、
会
長
が

委
嘱
し
た
。

相
談
役
は
、前
会
長・

元
会
長
の
議
員
現
職
者

及
び
会
長
市
で
あ
る
神

戸
市
を
除
く
政
令
指
定

都
市
の
議
長
に
委
嘱
し

た
。役

員
改
選
の
結
果
は

以
下
の
通
り
（
個
人
名

は
副
会
長・監
事・部
会

長
を
掲
載
。
い
ず
れ
も

敬
称
略
）。

赤間東北部会長
（仙台市）

金厚北信越部会長
（富山市）

畑中副会長
（釧路市）

須永関東部会長
（熊谷市）

山本東海部会長
（松阪市）

見本近畿部会長
（阪南市）

田口中国部会長
（岡山市）

渡部四国部会長
（松山市）

毎熊九州部会長
（長崎市）

大峯副会長
（いわき市）

大津副会長
（水戸市）

南澤副会長
（桑名市）

副
会
長
・
監
事
・
部
会
長

新
役
員
で
５
年
度
活
動
始
動

　

• 

副 

会 

長

【
副
会
長
】	

６
人

畑
中
優
周
（
釧
路
市
）、

大
峯
英
之
（
い
わ
き
市
）、

大
津
亮
一
（
水
戸
市
）、
南

澤
幸
美
（
桑
名
市
）、
西
田

雄
一
（
養
父
市
）、
白
石
義

人
（
高
松
市
）

【
監
事
】	

３
人

今
井
康
善
（
岡
谷
市
）、

荒
井
秀
行
（
境
港
市
）、
比

嘉
直
人
（
う
る
ま
市
）

【
部
会
長
】	

９
人

福
居
ひ
で
お
（
旭
川
市
）、

赤
間
次
彦
（
仙
台
市
）、
金

厚
有
豊
（
富
山
市
）、
須
永

宣
延
（
熊
谷
市
）、
山
本
芳

敬（
松
阪
市
）、見
本
栄
次（
阪

南
市
）、
田
口
裕
士
（
岡
山

市
）、渡
部
克
彦
（
松
山
市
）、

毎
熊
政
直
（
長
崎
市
）

【
理
事
】	

51
人

【
評
議
員
】	

１
５
５
人

【
各
委
員
会
委
員
】

	

１
８
２
人

【
評
議
員
】	

１
５
５
人

【
相
談
役
】	

23
人

第
99
回
定
期
総
会
で
は
副
会
長
な
ど
の
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
坊
会
長
の
下
、
新
た
な
顔
ぶ
れ
で
令
和
５
年
度
の

活
動
が
始
動
し
た
。

西田副会長
（養父市）

白石副会長
（高松市）

　
　

•　

監
　
事

荒井監事
（境港市）

比嘉監事
（うるま市）

　

• 

部 

会 

長

今井監事
（岡谷市）

福居北海道部会長
（旭川市） 新 役 員 一 覧新 役 員 一 覧
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内
閣
総
理
大
臣

内
閣
総
理
大
臣
　　

岸
田
岸
田  

文
雄
文
雄  

氏氏

市
議
会
議
長
の
皆
様
方
に

は
、
日
頃
か
ら
、
地
域
社
会

の
発
展
、
ま
た
住
民
の
福
祉

の
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
、
改
め
て
敬
意
と

感
謝
を
表
し
申
し
上
げ
た
い

と
存
じ
ま
す
。

先
般
、
梅
雨
前
線
に
よ
る

大
雨
や
台
風
に
よ
り
、
広
範

囲
で
大
き
な
被
害
が
生
じ
ま

し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
、
被
害
を
受
け
ら

れ
た
皆
様
方
に
、

心
よ
り
お
悔
や

み
と
、
そ
し
て

お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

政
府
と
し
て

は
、
地
方
自
治

体
と
緊
密
に
連

携
し
、
被
害
か

ら
の
早
急
な
復

旧
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

先
月
８
日
か

ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
を
５
類
感
染

症
に
移
行
い
た

し
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接

種
を
は
じ
め
、

ウ
イ
ル
ス
と
の

戦
い
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様

方
に
、
改
め
て
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
、

万
全
の
備
え
を
し
な
が
ら
、

皆
様
方
と
と
も
に
社
会
の
活

性
化
、
そ
し
て
経
済
再
生
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
物
価

高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、
本

年
１
月
か
ら
実
施
中
の
電
気

代
・
ガ
ス
代
の
負
担
軽
減
な

ど
と
と
も
に
、
本
年
３
月
に

は
、
コ
ロ
ナ
物
価
予
備
費
を

使
用
し
、生
活
者・事
業
者
支

援
の
た
め
の
１・２
兆
円
の

地
方
交
付
金
、
そ
し
て
低
所

得
子
育
て
世
帯
へ
の
児
童
当

た
り
５
万
円
の
給
付
金
な
ど

を
設
け
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

各
市
に
お
い
て
、
国
民
の
皆

様
に
い
ち
早
く
支
援
を
お
届

け
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
し
い
資
本
主

義
の
下
、
力
強
い
成
果
が
出

始
め
て
い
る
賃
上
げ
と
人
へ

の
投
資
、
民
間
投
資
の
増
加

の
流
れ
を
加
速
す
る
こ
と
で
、

安
定
的
な
経
済
成
長
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
若
者
・
子
育
て

世
代
の
所
得
を
伸
ば
し
な
が

ら
、
併
せ
て
少
子
化
対
策
に

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
少
子

化
対
策
に
つ
い
て
は
、 

先
般

お
示
し
い
た
し
ま
し
た
こ
ど

も
未
来
戦
略
方
針
に
お
い

て
、
若
い
世
代

の
所
得
を
増
や

す
こ
と
、
社
会

全
体
の
構
造
・

意
識
を
変
え
る

こ
と
、
全
て
の

こ
ど
も
・
子
育

て
世
帯
を
切
れ

目
な
く
支
援
す

る
こ
と
、
こ
の

３
つ
の
基
本
理
念
に
基
づ
く

抜
本
的
な
政
策
の
強
化
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
の

強
化
は
、
国
と
地
方
が
車
の

両
輪
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
べ
き
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
議
長
会
の
皆
様
方
と
協

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

骨
太
の
方
針
に
お
い
て
は
、

少
子
化
対
策
の
抜
本
強
化
の

ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
な
ど
、
我
が
国
を
再
び

力
強
い
成
長
軌
道
に
乗
せ
る

経
済
財
政
運
営
を
展
開
す
る

た
め
の
方
向
性
を
明
ら
か
に

し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
、
地
方
の
皆
様
方

に
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
そ

の
累
計
の
申
請
数
が
人
口
の

約
８
割
と
な
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
パ
ス
ポ
ー

ト
と
し
て
本
格
的
に
機
能
し

て
い
く
た
め
に
は
、
個
人
情

報
保
護
と
国
民
の
信
頼
確
保

が
前
提
で
あ
り
、
カ
ー
ド
に

関
す
る
誤
り
事
案
を
重
く
受

け
止
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

カ
ー
ド
の
信
頼
確
保
に
向

け
、
事
案
に
関
す
る
す
べ
て

の
デ
ー
タ
や
シ
ス
テ
ム
を
再

点
検
す
る
な
ど
、
万
全
の
対

策
を
迅
速
か
つ
徹
底
し
て
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。
各
市
に

お
い
て
も
国
と
連
携
し
て
必

要
な
対
策
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
先
ほ
ど
清
水
会
長

か
ら
も
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
が
、
議
長
会
の
皆
様
方
か

ら
ご
提
案
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
、
地
方
議
会
の
位
置
づ

け
等
の
明
確
化
に
つ
い
て
は
、

本
年
４
月
、
改
正
地
方
自
治

法
が
成
立
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
、
地
方
議
会
の
活
性
化

策
が
各
地
域
で
展
開
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
現
下
の
課
題

へ
の
対
応
に
、
議
長
会
の
皆

様
方
と
連
携
し
、
政
府
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
改
め
て
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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衆
議
院
議
長

衆
議
院
議
長
　　細田

細
田  

博
之
博
之  

氏氏

全
国
47
都
道
府
県
の
市
と

東
京
都
の
特
別
区
の
数
は
合

わ
せ
て
８
１
５
に
上
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
多
様
な
特
性
を
有

し
て
お
り
ま
す
。
各
議
員
の

皆
様
は
、
住
民
の
最
も
身
近

な
代
表
と
し
て
、
条
例
の
制

定
や
予
算
の
議
決
、
行
政
監

視
を
通
じ
、
様
々
な
民
意
を

酌
み
取
り
、
地
域
政
治
に
反

映
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
議
会
運
営
の

重
責
を
担
わ
れ
、
地
域
の
発

展
の
た
め
に
日
々
尽
力
さ
れ

て
い
る
皆
様
に
、
改
め
て
敬

意
を
表
し
ま
す
。

今
日
、人
口
減
少
と
少
子・

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
地
域
の

経
営
資
源
が
制
約
さ
れ
る
一

方
、
感
染
症
へ
の
対
応
や
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
も
相

ま
っ
て
、
地
域
社
会
の
課
題

は
多
様
で
高
度
な
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
持
続
可

能
で
豊
か
な
社
会
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
は
、
様
々
な

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
地
域
で

の
合
意
形
成
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
各
議
長
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、引
き
続
き
、公

正
で
中
立
な
議
会
運

営
に
努
め
ら
れ
、
地

域
の
実
情
に
即
し
た

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
に
手
腕
を
発

揮
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

今
通
常
国
会
で
は
、

地
方
議
会
の
活
性
化

と
運
営
の
合
理
化
を

〔
祝
辞
〕

〔
祝
辞
〕  

総
務
大
臣

総
務
大
臣
　　松

本
松
本  

剛
明
剛
明  

氏氏

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
地
方
自
治
発

展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
、
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。

近
年
、
全
国
各
地
で
大
規

模
な
自
然
災
害
が
頻
発
し
て

お
り
、
５
月
上
旬
の
能
登
半

島
で
の
地
震
に
続

き
、
先
般
の
大
雨
に

よ
り
多
く
の
被
害

が
発
生
い
た
し
ま
し

た
。
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
に
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ

た
全
て
の
皆
様
に
対

し
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
総
務
省

で
は
、
被
害
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
被
災
自
治
体

の
財
政
運
営
に
支
障
が
生
じ

な
い
よ
う
適
切
に
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
じ
５
類
感
染
症
に
移
行
さ

れ
ま
し
た
。
総
務
省
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
関
し

て
、
地
方
公
共
団
体
と
の
連

携
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
皆
様
の
御
尽
力
に
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
議
会
の
在
り
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
地
方
制
度
調

査
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
今

国
会
に
お
い
て
、
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
を
提
出
し
、
去
る
４
月
26

日
に
可
決
・
成
立
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
、
議
会
の
役
割

や
議
員
の
職
務
等
の
重
要
性

が
改
め
て
認
識
さ
れ
、
各
議

会
に
お
け
る
取
組
と
相
ま
っ

て
、
多
様
な
人
材
の
議
会
へ

の
参
画
に
資
す
る
こ
と
を
期

待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
総

務
省
と
し
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
、
皆
様
と
連
携
し
つ

つ
、
必
要
な
取
組
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢

化
、
Ｄ
Ｘ・Ｇ
Ｘ
へ
の
対
応
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
、
過
疎
地

域
な
ど
条
件
不
利
地
域
対
策

等
の
課
題
に
地
方
の
皆
様
が

直
面
す
る
中
、
こ
れ
ら
に
的

確
に
対
応
し
、
全
国
ど
こ
で

も
活
力
あ
る
多
様
な
地
域
社

会
を
実
現
す
る
に
は
、
持
続

可
能
な
地
方
行
財
政
基
盤
の

確
立
が
重
要
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
社
会
変
容

の
先
駆
的
な
原
動
力
と
な
り

得
る
Ｄ
Ｘ
を
自
治
体
の
行
政

改
革
や
地
域
社
会
の
課
題
解

決
に
取
り
込
み
、
地
域
の
Ｄ

Ｘ
を
強
力
に
推
進
い
た
し
ま

す
。地

域
の
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
支

え
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確

保
・
育
成
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
よ
り
新
た
な
地
方
財
政

措
置
の
創
設
な
ど
取
組
を
大

幅
に
拡
充
し
て
お
り
、
引
き

続
き
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関

図
る
た
め
、
議
会
の
役
割
及

び
議
員
の
職
務
等
を
明
確
化

す
る
と
と
も
に
、
請
願
書
や

意
見
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
提
出
を
可
能
と
す
る
改
正

地
方
自
治
法
や
、
地
方
か
ら

の
提
案
を
踏
ま
え
て
、
地
方

公
共
団
体
に
対
す
る
義
務
づ

け
・
枠
づ
け
の
見
直
し
を
行

う
こ
と
と
す
る
第
13
次
地
方

分
権
一
括
法
が
成
立
い
た
し

ま
し
た
。
衆
議
院
で
は
、
引

き
続
き
、
関
係
委
員
会
等
に

お
い
て
議
論
や
調
査
を
重
ね
、

市
議
会
議
員
を
は
じ
め
と
し

た
地
域
の
方
々
が
そ
の
お
力

を
い
か
ん
な
く
発
揮
で
き
る

よ
う
、
制
度
の
整
備
や
拡
充

に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
も

積
極
的
な
ご
提
言
を
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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連
の
一
連
の
誤
り
事
案
に
つ

い
て
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、

総
務
省
と
し
て
も
、
事
業
者

に
直
接
原
因
や
再
発
防
止
策

に
つ
い
て
確
認
す
る
な
ど
、

対
応
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
信
頼
確
保
に
向
け

て
、
国
と
地
方
で
連
携
し
て

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

カ
ー
ド
の
交
付
に
つ
い
て

は
、
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り

着
実
に
進
ん
で
お
り
、
累
計

の
申
請
数
が
人
口
の
約
８

割
、
交
付
枚
数
は
約
７
割
と

な
り
ま
し
た
。
今
般
、
郵
便

〔
祝
辞
〕

〔
祝
辞
〕  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

メ
ッ
セ
ー
ジ
　　

岡
田
岡
田  

直
樹
直
樹  

氏氏

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

・
地
方
創
生
担
当
大
臣

・
地
方
創
生
担
当
大
臣

人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢

化
が
進
む
中
、
地
方
は
様
々

な
社
会
課
題
に
直
面
し
て
お

り
、
政
府
と
し
て
は
、
デ
ジ

タ
ル
の
力
を
活
用
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
地
方
創
生
を
加
速

化
・
深
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、

地
方
の
社
会
課
題
の
解
決
や

魅
力
向
上
を
目
指
す
「
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」

の
実
現
に
向
け
て
取
組
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
地
方
の
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え

て
、昨
年
12
月
に「
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦

略
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
交
付
金
を
創
設
し
、
地
方

の
デ
ジ
タ
ル
実
装
を
着
実
に

進
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
総
合
戦
略

に
基
づ
く
施
策
を
着
実
に
実

行
し
て
い
く
と
と
も
に
、
施

策
を
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

こ
の
た
び
、
総
合
戦
略
か

ら
さ
ら
に
深
化
・
具
体
化
を

図
る
べ
き
施
策
や
新
規
施
策

に
つ
い
て
整
理
し
た
「
当
面

の
重
点
検
討
課
題
」
を
取
り

ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

政
府
内
で
さ
ら
な
る
検
討
を

進
め
、
年
末
に
改
訂
を
行
う

総
合
戦
略
に
位
置
づ
け
、
そ

の
実
現
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
構
想
を
全
国

津
々
浦
々
で
力
強
く
進
め
て

い
く
た
め
、
デ
ジ
田
甲
子
園

局
事
務
取
扱
法
を
改
正
し
、

議
会
の
議
決
を
経
て
、
市
町

村
が
指
定
す
る
郵
便
局
に
お

い
て
、
カ
ー
ド
の
交
付
申
請

受
付
に
関
す
る
事
務
を
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
郵
便
局
へ
の
事
務
委
託

の
積
極
的
な
ご
検
討
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
地
方
財
政
計

画
で
は
、
一
般
財
源
総
額
、

地
方
交
付
税
総
額
の
い
ず
れ

も
前
年
度
を
上
回
る
額
を
確

保
し
、
臨
時
財
政
対
策
債
の

発
行
額
を
前
年
度
か
ら
抑
制

し
、
残
高
を
縮
減
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
、
必
要
な
一

般
財
源
総
額
を
し
っ
か
り
と

確
保
し
て
い
く
と
と
も
に
、

当
面
の
重
要
課
題
で
あ
る
子

ど
も
・
子
育
て
政
策
の
強
化

に
つ
い
て
も
、
関
係
省
庁
と

連
携
し
、
地
方
財
源
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
税
に
つ
い
て
は
、
充

実
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
、

税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体

系
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
へ
の
人
の
流

れ
の
創
出
や
拡
大
に
向
け
、

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
制
度
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
等
の
取
組
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
緊
急
消
防
援
助

隊
、
常
備
消
防
の
充
実
強

化
、
消
防
団
員
の
確
保
等
、

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

今
後
も
、
現
場
を
重
視
し

な
が
ら
、
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
等
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

〔
祝
辞
〕

〔
祝
辞
〕  

参
議
院
議
長

参
議
院
議
長
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
メ
ッ
セ
ー
ジ

尾
辻
尾
辻  

秀
久
秀
久  
氏氏

地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ

ん
か
ら
の
要
望
や
自
治
体
ご

と
の
課
題
が
多
様
化
・
複
雑

化
し
て
い
る
中
で
、
住
民
の

声
を
市
政
に
届
け
、
広
い
見

地
か
ら
地
域
社
会
の
在
り
方

を
議
論
す
る
と
い
う
市
議
会

の
役
割
は
よ
り
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
国
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

地
方
議
会
の
役
割
・
議
員
の

職
務
の
明
確
化
を
行
い
、
地

方
議
会
を
活
性
化
す
る
た
め

の
地
方
自
治
法
改
正
案
が
成

立
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

議
員
数
の
減
少
や
議
会
に

対
す
る
住
民
の
関
心
の
低
下
、

議
員
の
成
り
手
不
足
な
ど
、

地
方
議
会
は
厳
し
い
状
況
に

直
面
し
て
い
ま
す
が
、
住
民

を
代
表
す
る
市
議
会
の
使
命

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
議
会
運
営
の
要
と

し
て
重
責
を
担
っ
て
お
ら
れ

る
皆
様
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

の
継
続
強
化
や
、
こ
れ
ま
で

の
成
果
等
に
関
す
る
国
内
外

へ
の
発
信
強
化
を
行
い
、
構

想
実
現
に
向
け
た
機
運
の
さ

ら
な
る
醸
成
と
、
優
良
な
事

例
の
横
展
開
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

今
後
と
も
、
地
方
の
思
い

を
大
切
に
し
、
地
方
創
生
に

取
り
組
む
幅
広
い
関
係
者
の

声
に
耳
を
傾
け
、
時
代
の
変

化
を
捉
え
な
が
ら
、
活
力
あ

る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、市
議
会
議
長
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
の

ほ
ど
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。
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正
副
議
長
表
彰

正
副
議
長
表
彰

▽
入
江
幸
江
（
山
口
市
）
▽

壽
賀
﨑
久
（
善
通
寺
市
）
▽

松
原
壯
典
（
さ
ぬ
き
市
）
▽

渡
部
繁
夫
（
東
温
市
）
▽
亀

井
賢
夫
（
室
戸
市
）
▽
松
田

曻
（
直
方
市
）
▽
角
田
恵
一

（
八
女
市
）
▽
中
島
信
二
（
八

女
市
）
▽
辻
本
美
惠
子
（
筑

紫
野
市
）
▽
松
尾
德
晴
（
春

日
市
）
▽
山
上
高
昭
（
大
野

城
市
）
▽
田
中
英
輔
（
古
賀

市
）
▽
江
上
隆
行
（
福
津
市
）

▽
米
山
信
（
福
津
市
）
▽
松

田
義
太
（
鹿
島
市
）
▽
坂
本

繁
憲
（
伊
万
里
市
）
▽
盛
泰

子
（
伊
万
里
市
）
▽
覀覀
信
八

郎
（
人
吉
市
）
▽
大
塚
則
男

（
人
吉
市
）
▽
濱
崎
英
利
（
荒

尾
市
）
▽
中
口
俊
宏
（
宇
土

市
）
▽
湯
淺
正
司
（
阿
蘇
市
）

▽
河
﨑
德
雄
（
阿
蘇
市
）
▽

石
橋
邦
彦
（
日
田
市
）
▽
坂

本
盛
男
（
日
田
市
）
▽
大
谷

和
義
（
国
東
市
）
▽
前
田
幸

雄
（
日
南
市
）
▽
中
武
邦
美

（
西
都
市
）
▽
野
畑
直
（
阿

久
根
市
）
▽
瑞
慶
山
良
一
郎

（
沖
縄
市
）
▽
比
嘉
拓
也
（
名

護
市
）
▽
外
間
剛
（
豊
見
城

市
）
▽
幸
地
政
和
（
う
る
ま

市
）
▽
名
嘉
眞
宜
徳
（
う
る

ま
市
）
▽
玉
城
健
（
南
城
市
）

武
市
）
▽
横
山
正
樹
（
い
す

み
市
）
▽
大
石
節
雄
（
島
田

市
）
▽
竹
内
祐
子
（
湖
西
市
）

▽
林
克
巳
（
春
日
井
市
）
▽

早
川
高
光
（
大
府
市
）
▽
鈴

木
勝
彦
（
高
浜
市
）
▽
三
浦

桂
司
（
豊
明
市
）
▽
森
下
田

嘉
治
（
田
原
市
）
▽
伊
藤
嘉

規
（
あ
ま
市
）
▽
長
屋
和
伸

（
関
市
）
▽
水
野
哲
男
（
土

岐
市
）
▽
美
谷
添
生
（
郡
上

市
）
▽
丸
谷
正
八
郎
（
泉
大

津
市
）
▽
桂
聖
（
河
内
長
野

市
）
▽
清
水
明
治
（
高
石
市
）

▽
野
口
陽
輔
（
交
野
市
）
▽

髙
橋
正
樹
（
福
知
山
市
）
▽

三
宅
浩
二
（
宝
塚
市
）
▽
岡

嶋
正
昭
（
小
野
市
）
▽
太
田

喜
一
郎
（
丹
波
市
）
▽
山
本

裕
樹
（
宇
陀
市
）
▽
小
林
弘

（
橋
本
市
）
▽
福
山
晴
美
（
岩

出
市
）
▽
岩
﨑
康
朗
（
米
子

市
）
▽
伊
藤
正
三
（
倉
吉
市
）

▽
立
脇
通
也
（
松
江
市
）
▽

萬
代
輝
正
（
出
雲
市
）
▽
津

本
辰
己
（
津
山
市
）
▽
高
原

良
一
（
玉
野
市
）
▽
大
滝
文

則
（
井
原
市
）
▽
宮
田
公
人

（
高
梁
市
）
▽
石
田
實
（
新

見
市
）
▽
廣
田
均
（
瀬
戸
内

市
）
▽
佐
々
木
雄
三
（
廿
日

市
市
）
▽
亀
田
博
（
下
関
市
）

八
島
満
雄
（
伊
勢
原
市
）
▽

川
又
照
雄
（
常
陸
太
田
市
）

▽
石
原
幸
雄
（
牛
久
市
）
▽

篠
塚
洋
三
（
鹿
嶋
市
）
▽
小

森
敬
太
郎
（
常
陸
大
宮
市
）

▽
岡
﨑
勉
（
か
す
み
が
う
ら

市
）
▽
小
高
友
徳
（
桜
川
市
）

▽
福
田
洋
一
（
小
山
市
）
▽

松
田
寛
人
（
那
須
塩
原
市
）

▽
北
川
久
人
（
桐
生
市
）
▽

岡
部
純
朗
（
桐
生
市
）
▽
野

村
晴
三
（
館
林
市
）
▽
吉
岡

完
司
（
安
中
市
）
▽
今
井
敏

博
（
安
中
市
）
▽
太
田
博
希

（
狭
山
市
）
▽
伊
藤
治
（
越

谷
市
）
▽
鈴
木
潔
（
志
木
市
）

▽
柿
沼
繁
男
（
久
喜
市
）
▽

森
崎
成
喜
（
日

高
市
）
▽
江
原

浩
之
（
白
岡

市
）
▽
地
下
誠

幸
（
銚
子
市
）

▽
森
亮
二
（
流

山
市
）
▽
泉
川

洋
二
（
鎌
ケ
谷

市
）
▽
佐
藤
麗

子
（
袖
ケ
浦

市
）
▽
岩
田
典

之
（
白
井
市
）

▽
宍
倉
弘
康

（
山
武
市
）
▽

能
勢
秋
吉
（
山

島
市
）
▽
森
井
洋
光
（
珠
洲

市
）
▽
稲
垣
清
也
（
加
賀
市
）

▽
中
村
義
彦
（
野
々
市
市
）

▽
古
屋
信
二
（
坂
井
市
）
▽

飯
島
進
（
伊
那
市
）
▽
土
屋

美
恵
子
（
武
蔵
野
市
）
▽
村

崎
啓
二
（
府
中
市
）
▽
皆
川

り
う
こ
（
国
分
寺
市
）
▽
青

木
健
（
国
立
市
）
▽
清
水
義

朋
（
福
生
市
）
▽
橋
本
由
美

子（
多
摩
市
）▽
渡
邉
力（
稲

城
市
）
▽
桜
井
た
だ
し
（
千

代
田
区
）
▽
中
島
賢
治
（
中

央
区
）
▽
本
多
健
信
（
品
川

区
）
▽
福
本
光
浩
（
江
戸
川

区
）
▽
前
川
綾
子
（
鎌
倉
市
）

▽
草
間
道
治
（
三
浦
市
）
▽

輝
樹
（
稚
内
市
）
▽
小
川
政

憲
（
芦
別
市
）
▽
竹
村
恵
一

（
赤
平
市
）
▽
鈴
木
敏
弘
（
紋

別
市
）
▽
東
千
春
（
名
寄
市
）

▽
武
田
悌
一
（
三
笠
市
）
▽

谷
内
純
哉
（
三
笠
市
）
▽
増

山
裕
司
（
砂
川
市
）
▽
女
鹿

聡
（
歌
志
内
市
）
▽
黒
岩
岳

雄
（
富
良
野
市
）
▽
今
利
一

（
富
良
野
市
）
▽
中
井
光
幸

（
北
斗
市
）
▽
白
戸
昭
司
（
北

斗
市
）
▽
長
谷
川
章
悦
（
青

森
市
）
▽
藤
田
誠
（
青
森
市
）

▽
今
大
介
（
黒
石
市
）
▽
吉

岡
良
浩
（
五
所
川
原
市
）
▽

工
藤
剛
（
八
幡
平
市
）
▽
大

森
秀
一
（
石
巻
市
）
▽
庄
司

絋
八
（
能
代
市
）
▽
佐
藤
芳

雄
（
大
仙
市
）
▽
黒
沢
龍

己
（
仙
北
市
）
▽
齋
藤
勘
一

郎
（
喜
多
方
市
）
▽
佐
藤
昭

大
（
喜
多
方
市
）
▽
山
口
和

男
（
喜
多
方
市
）
▽
堀
籠
新

一
（
二
本
松
市
）
▽
瀧
澤
茂

秋
（
加
茂
市
）
▽
松
尾
徹
郎

（
糸
魚
川
市
）
▽
市
川
英
敏

（
阿
賀
野
市
）
▽
岩
城
晶
巳

（
滑
川
市
）
▽
大
宮
正
（
輪

１
６
４
人
（
う
ち
正
副
議
長

勤
続
８
年
以
上
の
特
別
表
彰

13
人
）

【
特
別
表
彰
】

▼
12
年
以
上
（
２
人
）

▽
三
田
敏
秋
（
村
上
市
）
▽

中
西
省
三
（
直
方
市
）

▼
８
年
以
上
（
11
人
）

▽
小
野
敏
雄
（
留
萌
市
）
▽

佐
藤
靖
（
名
寄
市
）
▽
水
島

美
喜
子
（
砂
川
市
）
▽
川
野

敏
夫
（
歌
志
内
市
）
▽
磯
邊

勇
司
（
五
所
川
原
市
）
▽
本

多
勝
実
（
二
本
松
市
）
▽
今

竹
大
祐
（
高
砂
市
）
▽
東
川

勇
夫
（
大
和
郡
山
市
）
▽
結

城
弘
明
（
古
賀
市
）
▽
安
田

康
則
（
荒
尾
市
）
▽
坂
本
武

人
（
合
志
市
）

【
一
般
表
彰
】

▼
４
年
以
上
（
１
５
１
人
）

▽
松
永
征
明
（
釧
路
市
）
▽

有
城
正
憲
（
帯
広
市
）
▽
篠

原
藤
雄
（
岩
見
沢
市
）
▽
石

黒
武
美
（
岩
見
沢
市
）
▽
珍

田
亮
子
（
留
萌
市
）
▽
横
澤

正副議長表彰で代表受領する三田村上市議会議長

年以上年以上 年以上年以上
44
正
副
議
長

正
副
議
長

3030
議

員

議

員
表
彰
表
彰  

一覧一覧
正副議長表彰者 
(４年以上)と議員
30年以上(特別表
彰者)を掲載
（敬称略）
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お
知
ら
せ

次
号
の
旬
報
は
、
７

月
15
日
付
の
２
２
３
３

・
４
号
合
併
号
と
し
て

発
行
し
ま
す
。

議
員
表
彰

議
員
表
彰

１
７
７
５
人
（
う
ち
勤
続
20

年
以
上
の
特
別
表
彰
１
１
０

９
人
）

【
特
別
表
彰
】

▼
50
年
以
上
（
２
人
）

▽
新
井
貞
夫
（
草
加
市
）
▽

佐
々
木
豊
治
（
我
孫
子
市
）

▼
45
年
以
上
（
９
人
）

▽
浅
野
俊
二
（
羽
咋
市
）
▽

林
順
藏
（
坂
東
市
）
▽
安
井

俊
彦
（
神
戸
市
）
▽
遊
田
直

秋
（
大
和
郡
山
市
）
▽
木
島

丘
（
広
島
市
）
▽
弥
吉
治
一

郎
（
筑
後
市
）
▽
中
村
直
人

（
鳥
栖
市
）
▽
狩
野
保
夫
（
西

都
市
）
▽
福
田
清
宏
（
い
ち

き
串
木
野
市
）

▼
40
年
以
上
（
48
人
）

▽
武
市
憲
一
（
札
幌
市
）
▽

福
島
恭
二
（
函
館
市
）
▽
杉

山
允
孝
（
旭
川
市
）
▽
佐
藤

潤
（
室
蘭
市
）
▽
松
井
邦
男

（
芦
別
市
）
▽
坂
本
美
洋
（
八

戸
市
）
▽
佐
々
木
肇
（
む
つ

市
）
▽
曾
我
ミ
ヨ
（
塩
竈

市
）
▽
三
浦
秀
雄
（
由
利
本

荘
市
）
▽
山
村
明
（
米
沢
市
）

▽
樫
村
弘
（
い
わ
き
市
）
▽

折
戸
小
夜
子
（
多
摩
区
）
▽

押
田
ま
り
子
（
中
央
区
）
▽

白
岩
忠
夫
（
江
東
区
）
▽
太

田
哲
二
（
杉
並
区
）
▽
瀨
端

勇
（
江
戸
川
区
）
▽
田
野
井

一
雄
（
横
浜
市
）
▽
松
本
春

男（
綾
瀬
市
）▽
久
松
猛（
土

浦
市
）
▽
中
村
安
雄
（
常
総

市
）
▽
福
永
洋
（
千
葉
市
）

▽
か
い
づ
勉
（
市
川
市
）
▽

宮
内
一
夫
（
習
志
野
市
）
▽

伊
東
幹
雄
（
八
千
代
市
）
▽

岡
覚
（
犬
山
市
）
▽
南
靖
久

（
尾
鷲
市
）
▽
山
下
慶
喜
（
茨

木
市
）
▽
松
尾
巧
（
大
阪
狭

山
市
）
▽
富
き
く
お
（
京
都

市
）
▽
浅
井
厚
徳
（
宇
治
市
）

▽
前
島
浩
一
（
神
戸
市
）
▽

竹
中
隆
一
（
姫
路
市
）
▽
松

木
義
昭
（
芦
屋
市
）
▽
新
内

竜
一
郎
（
伊
丹
市
）
▽
藤
本

幸
作
（
三
木
市
）
▽
大
眉
均

（
三
木
市
）
▽
大
谷
龍
雄
（
五

條
市
）
▽
楠
木
忠
司
（
岡
山

市
）
▽
碓
井
法
明
（
広
島
市
）

▽
檀
上
正
光
（
尾
道
市
）
▽

仁
ノ
岡
範
之
（
三
原
市
）
▽

大
浦
澄
子
（
高
松
市
）
▽
上

田
博
之
（
善
通
寺
市
）
▽
奥

村
修
計
（
長
崎
市
）
▽
市
岡

博
道
（
佐
世
保
市
）
▽
徳
留

八
郎
（
都
城
市
）
▽
前
之
園

正
和
（
指
宿
市
）
▽
諏
訪
昌

一
（
南
さ
つ
ま
市
）

▼
35
年
以
上
（
44
人
）

▽
小
野
沢
猛
史
（
函
館
市
）

▽
野
月
一
博
（
十
和
田
市
）

▽
日
下
七
郎
（
角
田
市
）
▽

吉
田
瑞
生
（
多
賀
城
市
）
▽

沼
田
健
一
（
岩
沼
市
）
▽
佐

藤
勝
（
大
崎
市
）
▽
伊
籘
和

子（
天
童
市
）▽
佐
藤
明（
南

陽
市
）
▽
殿
岡
和
郎
（
南
陽

市
）
▽
金
子
益
夫
（
新
潟
市
）

▽
新
保
峰
孝
（
糸
魚
川
市
）

▽
菅
原
義
信
（
鯖
江
市
）
▽

野
々
村
博
美
（
長
野
市
）
▽

遠
藤
源
太
郎
（
西
東
京
市
）

▽
阿
蘇
佳
一
（
秦
野
市
）
▽

大
波
修
二
（
大
和
市
）
▽
平

井
誠
（
下
妻
市
）
▽
岡
田
修

一
（
前
橋
市
）
▽
一
関
和
一

（
蕨
市
）
▽
石
原
茂
（
朝
霞

市
）
▽
岩
井
清
郎
（
市
川
市
）

▽
宇
都
宮
高
明
（
成
田
市
）

▽
平
川
博
文
（
習
志
野
市
）

▽
日
暮
榮
治
（
柏
市
）
▽
北

島
定
（
浜
松
市
）
▽
川
口
和

雄（
津
市
）▽
浅
川
健
造（
東

大
阪
市
）
▽
岩
爲
俊
（
高
槻

市
）
▽
山
田
千
枝
子
（
向
日

市
）
▽
飛
鳥
井
佳
子
（
向
日

市
）
▽
西
川
仁
（
草
津
市
）

▽
草
加
智
清
（
西
宮
市
）
▽

井
上
芳
弘
（
加
西
市
）
▽
中

島
好
人
（
山
陽
小
野
田
市
）

▽
福
田
佐
和
子
（
南
国
市
）

▽
今
西
忠
良
（
南
国
市
）
▽

川
口
浩
（
福

岡
市
）
▽
田

中
博
文
（
飯

塚
市
）
▽
西

岡
義
広
（
佐

賀
市
）
▽
落

水
清
弘
（
熊

本
市
）
▽
中

村
和
美
（
八

代
市
）
▽
栗

下
政
雄
（
え

び
の
市
）
▽

片
平
孝
市（
鹿

児
島
市
）
▽

秋
広
正
健（
鹿

児
島
市
）

▼
30
年
以
上
（
59
人
）

▽
庄
子
春
治
（
盛
岡
市
）
▽

高
橋
孝
二
（
北
上
市
）
▽
山

﨑
長
栄
（
釜
石
市
）
▽
米
田

誠（
二
戸
市
）▽
佐
藤
勇（
栗

原
市
）
▽
安
田
健
次
郎
（
男

鹿
市
）
▽
石
井
敏
郎
（
い
わ

き
市
）
▽
橋
爪
法
一
（
上
越

市
）
▽
宮
村
幸
男
（
新
発
田

市
）
▽
表
靖
二
（
小
松
市
）

▽
吉
野
和
之
（
三
鷹
市
）
▽

渡
辺
大
三
（
小
金
井
市
）
▽

青
木
健
（
国
立
市
）
▽
橋
本

由
美
子
（
多
摩
市
）
▽
小
枝

す
み
子
（
千
代
田
区
）
▽
島

村
和
成
（
江
戸
川
区
）
▽
佐

藤
茂
（
横
浜
市
）
▽
吉
岡
和

江
（
鎌
倉
市
）
▽
豊
田
海
洋

（
北
茨
城
市
）
▽
塩
田
尚
（
つ

く
ば
市
）
▽
村
尾
光
子
（
下

野
市
）
▽
横
山
勝
彦
（
前
橋

市
）
▽
金
井
久
男
（
安
中
市
）

▽
金
子
敏
江
（
飯
能
市
）
▽

花
井
伸
子
（
戸
田
市
）
▽
野

本
一
幸
（
朝
霞
市
）
▽
天
田

い
づ
み
（
志
木
市
）
▽
笠
原

進
（
新
座
市
）
▽
齋
藤
詔
治

（
吉
川
市
）
▽
常
泉
健
一
（
茂

原
市
）
▽
柏
崎
の
り
子
（
富

里
市
）
▽
安
竹
信
男
（
静
岡

市
）
▽
岡
本
善
博
（
名
古
屋

市
）
▽
岡
田
正
昭
（
大
垣
市
）

▽
美
谷
添
生
（
郡
上
市
）
▽

原
重
樹
（
和
泉
市
）
▽
樫
本

利
明
（
橿
原
市
）
▽
福
田
讓

（
新
宮
市
）
▽
秋
田
安
幸
（
倉

敷
市
）
▽
大
橋
賢
（
倉
敷
市
）

▽
齋
藤
武
次
郎
（
倉
敷
市
）

▽
森
守
（
倉
敷
市
）
▽
福
木

京
子
（
赤
磐
市
）
▽
新
田
賢

慈
（
尾
道
市
）
▽
田
中
健
次

（
防
府
市
）
▽
近
藤
康
夫
（
下

松
市
）
▽
出
口
憲
二
郎
（
小

松
島
市
）
▽
世
良
俊
明
（
北

九
州
市
）
▽
栗
原
伸
夫
（
久

留
米
市
）
▽
井
上
太
一
（
中

間
市
）
▽
松
﨑
正
和
（
大
野

城
市
）
▽
嘉
村
弘
和
（
佐
賀

市
）
▽
長
野
孝
道
（
佐
世
保

市
）
▽
秦
野
恭
義
（
大
分
市
）

▽
長
田
教
雄
（
大
分
市
）
▽

日
小
田
良
二
（
大
分
市
）
▽

福
間
健
治
（
大
分
市
）
▽
徳

峰
一
成
（
曽
於
市
）
▽
儀
間

盛
昭
（
豊
見
城
市
）

議員表彰で代表受領する弥吉筑後市議会議長
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産
業
経
済
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会

副
委
員
長 

堀
部 

壽 

北
秋
田
市
議
長

新
型
コ
ロ
ナ
や
物
価

高
騰
な
ど
に
よ
り
影
響

を
受
け
た
農
林
漁
業
や

中
小
企
業
に
対
し
、
令

和
４
年
度
第
２
次
補
正

予
算
に
お
い
て
、
資
金

繰
り
支
援
な
ど
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
。

農
林
水
産
業
で
は
、

国
内
消
費
が
減
少
す

る
中
、
昨
年
、
農
林

水
産
物
・
食
品
の
輸
出

が
１・４
兆
円
を
突
破
し
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
輸
出
額

５
兆
円
と
い
う
目
標
の
実
現

に
向
け
、
支
援
が
図
ら
れ

る
。ま

た
、
中
小
企
業
に
対
し

て
は
、
物
価
高
の
中
で
適
正

に
価
格
転
嫁
で
き
る
た
め
の

対
策
や
次
世
代
へ
の
事
業
承

継
支
援
が
強
化
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
資
源
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
で
は
、
地
域
と
共

生
可
能
な
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入

促
進
が
進
め
ら
れ
る
。

地
方
財
政
委
員
会

地
方
財
政
委
員
会

委
員
長 

阿
部
銀
次
郎 

三
条
市
議
長

地
方
税
、
地
方
交
付

税
等
一
般
財
源
総
額
の

確
保
・
充
実
、
臨
時
財

政
対
策
債
の
縮
減
、
商

業
地
に
係
る
固
定
資
産

税
の
上
昇
額
を
半
減
す

る
負
担
調
整
措
置
の
令

和
４
年
度
限
り
の
終
了

を
求
め
た
。

地
方
の
一
般
財
源
総

額
は
、
交
付
団
体
ベ
ー

ス
で
前
年
度
を
０・２
兆
円

上
回
る
62
・
2
兆
円
が
確
保

さ
れ
た
。
ま
た
、
地
方
税
が

過
去
最
高
の
42
・
９
兆
円
と

な
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、
地

方
交
付
税
総
額
は
前
年
度
を

０・３
兆
円
上
回
る
18
・
４
兆

円
が
確
保
さ
れ
た
。
臨
時
財

政
対
策
債
は
大
幅
に
抑
制

さ
れ
、
制
度
開
始
以
来
最
低

と
な
っ
た
。
商
業
地
に
係
る

固
定
資
産
税
は
、
４
年
度
を

も
っ
て
特
例
的
な
措
置
は
終

了
し
、
５
年
度
は
、
既
定
の

措
置
が
適
用
さ
れ
た
。

「
多
様
な
人
材
の
市

議
会
へ
の
参
画
促
進
に

関
す
る
決
議
」
の
実
現

に
向
け
て
要
望
を
展
開

し
た
。

そ
の
結
果
、
昨
年
12

月
の
臨
時
国
会
に
お
い

て
、
議
員
立
法
に
よ
り

提
出
さ
れ
た
地
方
自
治

法
の
改
正
法
が
成
立

し
、「
議
員
個
人
に
よ

社
会
文
教
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

副
委
員
長 

篠
原
和
代 

観
音
寺
市
議
長

地
域
医
療
施
策
で

は
、
引
き
続
き
地
域
医

療
構
想
の
実
現
に
向

け
、
医
療
従
事
者
等
の

確
保
・
養
成
に
必
要
な

事
業
な
ど
に
つ
い
て
地

域
医
療
介
護
総
合
確
保

基
金
に
よ
り
支
援
が
行

わ
れ
る
。

少
子
化
対
策
で
は
、

「
出
産
育
児
一
時
金
」

の
大
幅
な
増
額
が
本
年

４
月
か
ら
実
現
し
た
。
ま

た
、
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策

に
関
し
て
は
、「
こ
ど
も
家

庭
庁
」
が
発
足
し
、
骨
太
方

針
２
０
２
３
で
は
将
来
的
な

こ
ど
も
予
算
倍
増
に
向
け
た

大
枠
が
示
さ
れ
た
。

文
教
施
策
で
は
、
１
人
１

台
端
末
活
用
の
日
常
化
を
全

国
の
学
校
に
浸
透
さ
せ
て
い

く
た
め
に
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
運
営
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
が
図
ら
れ
た
ほ

か
、
教
師
の
負
担
軽
減
を
図

る
教
員
業
務
支
援
員
等
の
配

置
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

地
方
行
政
委
員
会

地
方
行
政
委
員
会

委 

員  
細
川
博
史 

土
佐
清
水
市
議
長

る
請
負
に
関
す
る
規
制
の
緩

和
」
や
「
災
害
等
の
場
合
の

開
会
日
の
変
更
」
に
関
す
る

規
定
が
整
備
さ
れ
た
。

ま
た
、
地
方
議
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た

第
33
次
地
方
制
度
調
査
会
の

答
申
が
昨
年
末
、
岸
田
総
理

に
提
出
さ
れ
、
そ
の
答
申
を

踏
ま
え
た
地
方
自
治
法
の
改

正
法
が
今
通
常
国
会
で
成
立

し
、
焦
点
だ
っ
た
地
方
議
会

の
役
割
と
議
員
の
職
務
の
明

確
化
が
実
現
し
た
。 各

委

員

会

活

動

報

告

令
和
４
年
度
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委
員
長 
中
村
直
哉 

南
城
市
議
長

建
設
運
輸
委
員
会

建
設
運
輸
委
員
会

頻
発
・
激
甚
化
す
る

自
然
災
害
に
対
し
、
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
取
組
が
「
５
か
年

加
速
化
対
策
」
に
よ
り
、

引
き
続
き
推
進
さ
れ
る
。

交
通
基
盤
整
備
で
は
、

地
域
公
共
交
通
再
構
築

事
業
が
創
設
さ
れ
、
鉄

道
・
バ
ス
に
係
る
先
進

車
両
の
導
入
支
援
な
ど
、

公
共
交
通
の
確
保
・
維
持
に

向
け
た
取
組
が
行
わ
れ
る
。

都
市
基
盤
整
備
で
は
、
下

水
道
な
ど
の
老
朽
化
に
対
し

て
、
計
画
的
な
維
持
管
理
を

実
施
す
る
た
め
、
予
防
保
全

へ
の
転
換
が
推
進
さ
れ
る
。

観
光
施
策
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
か
ら
の
回
復
に
向
け
て
、

地
域
に
根
差
し
た
観
光
資
源

の
磨
き
上
げ
や
宿
泊
施
設
の

改
修
な
ど
に
よ
り
、
観
光
地

の
付
加
価
値
を
高
め
、
地
方

へ
の
誘
客
や
消
費
拡
大
が
促

進
さ
れ
る
。

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会

委
員
長 

大
川 

裕 

小
田
原
市
議
長

本
委
員
会
は
、
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
は
じ

め
と
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
問
題
に
関
し
、

委
員
会
開
催
に
加
え
、

現
地
調
査
や
有
識
者
と

の
意
見
交
換
を
行
う
な

ど
、
積
極
的
に
調
査
研

究
を
進
め
て
き
た
。

本
年
２
月
に
は
、
そ

う
し
た
調
査
研
究
の
成

果
等
を
踏
ま
え
、
国
に

対
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環

促
進
に
向
け
た
財
政
支
援
の

拡
充
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用

製
品
に
係
る
拡
大
生
産
者
責

任
の
強
化
・
明
確
化
及
び
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策

へ
の
支
援
の
拡
充
等
を
求
め

る
要
望
と
、
今
後
国
及
び
地

方
自
治
体
等
に
お
い
て
、
必

要
と
考
え
る
取
組
に
つ
い
て

の
提
言
を
取
り
ま
と
め
、
関

係
方
面
に
対
す
る
働
き
か
け

を
行
っ
た
。

副
委
員
長 

小
川
正
人 

白
石
市
議
長

国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

本
委
員
会
は
、
国
と

地
方
の
協
議
の
場
等
に

対
す
る
本
会
の
意
見
調

整
を
行
う
た
め
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。

昨
年
11
月
の
第
25
回

委
員
会
で
は
、「
国
と

地
方
の
協
議
の
場
」
へ

の
本
会
の
対
応
と
し
て
、

全
国
の
地
方
自
治
体
が

重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
地

方
税
・
地
方
交
付
税
等
の
一

般
財
源
総
額
の
充
実
確
保
な

ど
を
決
定
。
ま
た
、
地
方
創

生
の
さ
ら
な
る
推
進
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
、
多
様
な
人
材
の
市
議
会

へ
の
参
画
促
進
等
を
強
く
求

め
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
た
。

昨
年
12
月
20
日
の
「
令
和

４
年
度 

第
３
回 

国
と
地
方

の
協
議
の
場
」
で
は
、
清
水

会
長
か
ら
、
政
府
に
本
会
の

要
望
を
伝
え
、
ご
協
議
い
た

だ
い
た
。

令
和
令
和
４４
年
度
年
度

国
会
対
策
委
員
会

国
会
対
策
委
員
会

委
員 

桝
田
和
美 

大
洲
市
議
長

本
会
の
重
点
要
望
の

実
現
に
向
け
、
部
会
選

出
委
員
、
政
府・与
党
要

職
者
の
地
元
選
出
区
を

考
慮
し
て
清
水
会
長
が

委
嘱
し
た
委
員
で
活
動

し
た
。

昨
年
11
月
21
日
に

委
員
会
を
開
催
し
、
自

由
民
主
党
の
茂
木
敏
充

幹
事
長
、
萩
生
田
光
一

政
務
調
査
会
長
、
田
中
和
德

税
制
調
査
会
副
会
長
、
田
所

嘉
德
前
総
務
部
会
長
等
に
対

し
、
本
会
重
点
要
望
の
「
多

様
な
人
材
の
市
議
会
へ
の
参

画
促
進
」、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

を
展
望
し
た
地
方
行
財
政
の

充
実
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
」、「
頻
発・

激
甚
化
す
る
大
規
模
災
害
等

か
ら
の
防
災
・
減
災
対
策
及

び
復
旧・復
興
対
策
等
」、「
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
」
の
実
現
の
た
め
強
力

に
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
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決議全文は、本会ウェブサイトに掲載 

第99回定期総会　会長提出決議
1 多様な人材の市議会への参画促進に関する決議
2 ポストコロナを展望した地方行財政の充実に関する決議
3 感染拡大防止と社会経済活動の両立に関する決議

4 頻発・激甚化する大規模災害等からの防災・減災対策
及び復旧・復興対策等に関する決議

5 東日本大震災からの復旧・復興に関する決議

総
会
で
は
、
部
会
提
出
議

案
27
件
（
13
面
）、
会
長
提

出
議
案
5
件
の
計
32
件
の
議

案
を
可
決
し
た
。
会
長
提
出

議
案
5
件
は
、
い
ず
れ
の
議

案
も
昨
年
11
月
の
理
事
会
・

評
議
員
会
合
同
会
議
で
決
定

さ
れ
た
決
議
を
基
に
、
そ
の

後
の
情
勢
変
化
等
を
考
慮

し
、
見
直
し
の
う
え
上
程
さ

れ
た
。

会
長
提
出
決
議
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
。

 

• 

会
長
提
出
決
議 

１ 

•  

同
決
議
は
、
▽
多
様
な
人

材
の
市
議
会
へ
の
参
画
を
促

す
環
境
整
備
▽
地
方
議
会
の

権
能
強
化
―
の
2
本
の
柱
で

構
成
。
本
会
が
長
年
に
わ
た

り
求
め
て
い
た
地
方
自
治
法

の
議
会
関
連
の
規
定
が
改

正
さ
れ
、
地
方
議
会
の
役

割
、
議
員
の
職
務
の
明
確
化

に
つ
い
て
所
要
の
規
定
が
設

け
ら
れ
た
た
め
、
国
に
対
し

て
明
確
化
の
趣
旨
を
十
分
周

知
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
議
員
の
兼
業
・

請
負
禁
止
要
件
の
緩
和
と
災

害
等
の
場
合
に
お
け
る
議
会

の
招
集
日
の
変
更
に
つ
い
て

も
、
既
に
地
方
自
治
法
で
手

当
て
が
な
さ
れ
た
た
め
、
い

ず
れ
も
今
回
の
決
議
か
ら
は

削
除
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
会
社
員
が
立

候
補
し
や
す
い
環
境
の
整
備
、

選
挙
制
度
の
見
直
し
な
ど
を

求
め
て
い
る
。

 

•
会
長
提
出
決
議 

２ 

•  

同
決
議
は
、
▽
地
方
税
財

源
の
充
実
強
化
▽
地
方
創
生

の
推
進
▽
地
方
分
権
の
推
進

▽
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
▽

そ
の
他
―
の
5
本
か
ら
構
成
。

地
方
税
財
源
の
充
実
強
化

で
は
、
地
方
税
の
充
実
確
保

の
観
点
か
ら
、
令
和
6
年
度

に
評
価
替
え
を
控
え
て
い
る

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
強
調

し
て
い
る
。

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え

に
当
た
り
、
令
和
3
年
度
及

び
4
年
度
の
土
地
に
係
る
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
、
課
税

標
準
額
の
上
昇
分
を
減
額
す

る
負
担
調
整
措
置
が
講
じ
ら

れ
た
が
、
固
定
資
産
税
は
市

町
村
の
重
要
な
基
幹
税
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
根
幹

を
揺
る
が
す
見
直
し
は
断
じ

て
行
わ
な
い
よ
う
に
求
め
て

い
る
。

ま
た
、政
府
が
炭
素
税
を

創
設
・
拡
充
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
税
収
の
一
部
を
地
方
に

税
源
配
分
す
る
よ
う
地
球
温

暖
化
対
策
の
項
目
を
立
て
て

要
望
し
て
い
た
が
、令
和
５

年
度
の
税
制
改
正
及
び
予
算

編
成
の
過
程
で
、産
業
界
が

反
対
し
て
い
た
経
緯
も
あ
り
、

炭
素
税
は
見
送
ら
れ
、カ
ー

ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
と
い
う

賦
課
金
方
式
の
導
入
を
決
定

し
た
こ
と
か
ら
、今
回
の
決

議
か
ら
削
除
し
て
い
る
。

 

• 

会
長
提
出
決
議 

3 

•  

同
決
議
は
、
▽
感
染
拡
大

防
止
等
▽
医
療
提
供
体
制
等

の
強
化
▽
経
済
対
策
等
―
の

3
本
の
柱
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。感

染
拡
大
防
止
等
及
び
医

療
提
供
体
制
等
の
強
化
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
５
月
８

日
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
位
置
付
け
が

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

感
染
症
（
２
類
相
当
）」
か

ら
「
５
類
感
染
症
」
に
移
行

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
従

前
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
関
す
る
決
議
か
ら
、

感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済

活
動
の
両
立
に
関
す
る
決
議

に
名
称
変
更
し
て
い
る
。

決
議
で
は
、
5
類
感
染
症

へ
の
移
行
に
よ
り
、
国
の
基

本
的
な
方
針
の
変
更
を
前
提

と
し
て
、
地
方
自
治
体
へ
の

財
政
支
援
、
国
民
へ
の
周
知
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
取
り
扱
い
、

医
療
機
関
へ
の
支
援
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

経
済
対
策
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
は
地
域
経
済
の
本
格
的

な
再
生
が
重
要
と
の
観
点
か

ら
、
当
面
の
物
価
高
騰
対
策

に
加
え
、
企
業
収
益
力
の
向

上
、職
業
能
力
の
再
開
発
、持

続
的
な
賃
上
げ
、
非
正
規
雇

用
の
正
規
化
な
ど
、投
資・雇

用
・
所
得
の
あ
ら
ゆ
る
面
で

強
力
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う

新
た
に
求
め
て
い
る
。

 

• 

会
長
提
出
決
議 

4 

•  

同
決
議
は
、▽
台
風・集
中

豪
雨
・
豪
雪
対
策
等
の
充
実

強
化
▽
土
石
流
対
策
の
強
化

▽
地
震・津
波・火
山
噴
火
対

策
等
の
充
実
強
化
▽
防
災
・

安
全
に
資
す
る
社
会
資
本
整

備
事
業
へ
の
支
援
―
な
ど
9

本
の
柱
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。土

石
流
対
策
の
強
化
で
は
、

昨
年
、
宅
地
造
成
及
び
特
定

盛
土
等
規
制
法
が
改
正
、
施

行
さ
れ
、
盛
土
等
に
つ
い
て

全
国
統
一
の
基
準
・
規
制
が

設
け
ら
れ
、
地
方
自
治
体
に

新
た
な
事
務
や
経
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

負
担
軽
減
に
向
け
た
制
度
設

計
や
財
政
的
・
技
術
的
支
援

を
講
じ
る
よ
う
求
め
て
い
る
。  

• 

会
長
提
出
決
議 

５ 

•  

同
決
議
は
、
基
本
的
に
被

災
地
で
あ
る
東
北
部
会
か
ら

提
出
さ
れ
た
部
会
提
出
議
案

第
1
号
及
び
第
2
号
を
踏
ま

え
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
▽

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期

復
旧
・
復
興
▽
原
子
力
発
電

所
事
故
災
害
へ
の
対
応
―
の

2
本
の
柱
と
し
て
い
る
。

原
子
力
発
電
所
事
故
災
害

へ
の
対
応
で
は
、
確
実
な
汚

染
水
・
処
理
水
対
策
と
し
て
、

現
在
、
重
大
な
局
面
を
迎
え

て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の

海
洋
放
出
に
関
す
る
理
解
と

合
意
の
ほ
か
、
タ
ン
ク
保
管

容
量
の
確
保
、
ト
リ
チ
ウ
ム

の
分
離
技
術
の
実
用
化
、
汚

染
水
の
発
生
抑
制
対
策
な
ど

に
関
し
て
東
京
電
力
に
対
し

て
し
っ
か
り
と
指
導
す
る
よ

う
国
に
求
め
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
放
射
性
物
質

対
策
事
業
の
推
進
、
原
子
力

損
害
賠
償
の
適
正
な
実
施
、

原
子
力
災
害
に
係
る
各
種
施

策
や
中
長
期
的
な
対
応
に
つ

い
て
、
被
災
地
の
要
望
を
盛

り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い

る
。

議
案
議
案
3232
件
を
可
決

件
を
可
決

地
方
部
会
提
出
27
件
　
会
長
提
出
5
件

https://www.si-gichokai.jp/request/request-naccc/r05/index.html
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区
分

議案
番号 件　　名 提出

部会

震
災
防
災

1 東日本大震災からの復旧 ･ 復興について 東 北

2 原子力発電所事故災害について 東 北 

3
南海トラフ地震津波避難対策特別強化
地域に対する高台造成に関する支援制
度の創設について

四 国

地
方
行
財
政

4 北方領土問題の早期解決等について 北海道

5 日米地位協定の抜本的な改定及び在沖
米軍基地の負担軽減について 九 州

6 公共施設等適正管理推進事業 （除却事
業）の財政支援の拡充について 関 東

社
会
文
教
　
産
業
経
済

7 脱炭素社会の実現に向けた支援について 東 海

8 給食費の無償化について 中 国

9 学校給食費の無償化について 四 国

10 教職員における労働環境の改善について 関 東

11
不登校児童生徒に対して多様な学習機
会の確保のための経済的支援制度の確
立について

北信越

12 児童生徒への教育支援の充実について 東 海

13 特定教育・保育施設等における職員配
置基準の見直しについて 四 国

14 義務教育段階における教育環境の改善
及び充実について 九 州

15 病児保育事業に対する支援拡充等につ
いて 関 東

16 小児科医および産科医の確保について 近 畿

17 帯状疱疹ワクチンの定期接種化について 東 海

18 水道施設更新・改良に関する国庫補助
制度等の拡充と創設について 近 畿

建
設
運
輸

19 北海道の道路整備について 北海道

20 道路交通網の整備促進について 東 北

21 日本海沿岸東北自動車道の整備促進に
ついて 北信越

22 高速道路ネットワークの早期整備等に
ついて 中 国

23 米子・境港間を結ぶ高規格道路の整備
について 中 国

24 九州における高速交通網等の整備促進
について 九 州

25 北海道新幹線の建設促進について 北海道

26 北陸新幹線の早期完成等について 北信越

27 地域鉄道（近江鉄道線）存続にかかる税
制上の特例措置について 近 畿

第99回定期総会提出議案・議案説明者（上程順）
部会提出議案

清川雅史会津若松市議長

上地廣敏宮古島市議長

廣田均瀬戸内市議長

上條温松本市議長

渡孝二古賀市議長

伊藤誠海津市議長

安井和則能代市議長

荒井秀行境港市議長

高誠金沢市議長

2
号
議
案

5
号
議
案

1
号
議
案

小川正人白石市議長

田塚不二男根室市議長

近藤喜典豊橋市議長

林隆文八千代市議長

三宅真弓丸亀市議長

筈井昌彦守山市議長

横山明美帯広市議長

河野利文益田市議長

飯島弘之札幌市議長

4
号
議
案

7
号
議
案

10
号
議
案

13
号
議
案

16
号
議
案

19
号
議
案

22
号
議
案

25
号
議
案

8
号
議
案

11
号
議
案

14
号
議
案

17
号
議
案

20
号
議
案

23
号
議
案

26
号
議
案

3
号
議
案

6
号
議
案

9
号
議
案

12
号
議
案

15
号
議
案

18
号
議
案

21
号
議
案

24
号
議
案

27
号
議
案

西村泰一須崎市議長

大橋康則結城市議長

笠井一司阿波市議長

石田江利子焼津市議長

小倉隆夫大和市議長

戸田正人和歌山市議長

小野德重胎内市議長

中島正之小城市議長

大橋保治東近江市議長
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市
議
会
議
員
共
済
会
は
6

月
15
日
、
第
１
２
6
回
代
議

員
会
を
都
内
で
開
催
し
、
４

年
度
決
算
に
つ
い
て
認
定
し

た
。新

会
長
に
は
、
定
款
の
定

め
に
よ
り
全
国
市
議
会
議
長

会
会
長
の
坊
恭
寿
神
戸
市
会

議
長
が
就
任
。
役
員
改
選
で

副
会
長
、
理
事
、
監
事
を
選

任
し
た
（
下
掲
）。

代
議
員
会
で
は
、
令
和
４

年
度
会
計
決
算
に
つ
い
て
審

議
。
笹
内
和
志
監
事
（
高
槻

市
議
会
議
長
）
か
ら
監
査
結

果
報
告
が
あ
り
、
給
付
経
理

及
び
業
務
経
理
の
ほ
か
、
共

済
給
付
金
の
決
定
及
び
支
給

等
に
つ
い
て
は
、
法
令
及
び

定
款
の
規
定
に
従
い
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
旨
報
告
し
、

こ
れ
を
認
定
し
た
。

４
年
度
決
算
を
認
定

共
済
会
代
議
員
会

あいさつする坊会長
（神戸市）

監査報告する笹内監事
（高槻市）

清水前会長（横浜市）

田塚前北海道部会長（根室市）

阿部前地方財政委員長（三条市）

前役員 ５２６人 感謝状を贈呈前役員 ５２６人 感謝状を贈呈

給付経理（給付に要する費用）	 （単位：千円）
収支の状況

⑴　収入総額	 32,334,227
（収入の内訳）

ア　負担金	 32,273,828
イ　利息及び配当金	 60,399

⑵　支出総額	 32,558,060
（支出の内訳）

ア　退職年金	 21,652,228
イ　退職一時金	 402,112
ウ　遺族年金	 10,503,720
エ　遺族一時金	 0

⑶　収支損益額（⑴－⑵）	 △ 223,833
令和 4 年度は収入総額より支出総額が上回っ

たため、2 億 2,383 万円の当期損失金となった。
このため、前年度の剰余金 342 億 4,137 万円を取
り崩して、令和 4 年度の給付に要する費用の不足
金に補てんした。令和 5 年度に繰り越した給付積
立金は 340 億 1,754 万円となった。

業務経理（事務に要する費用）	 （単位：千円）
収支の状況

⑴　収入総額	 246,653
（収入の内訳）

ア　事務負担金	 246,363
議員一人当たり13,000 円×議員定数

イ　利息及び配当金	 290
⑵　支出総額	 216,325

（主な支出の内訳）
ア　役員報酬及び職員給与	 61,725
イ　旅費及び事務費	 45,511
ウ　委託費及び賃借料	 85,982

⑶　収支損益額（⑴－⑵）	 30,328
令和 4 年度は収入総額が支出総額を上回っ

たため、3,033 万円の当期利益金となった。こ
のため、前年度の剰余金 4 億 2,788 万円に上
乗せした。これにより、令和 5 年度に繰り越し
た剰余金は 4 億 5,821 万円となった。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

閉
会
式
で
は
、

前
役
員
に
感
謝
状

を
贈
呈
。
前
正
副

会
長・前
監
事・前

相
談
役
を
代
表
し
て
清
水
富

雄
前
会
長
（
横
浜
市
）
が
、前

部
会
長・前
理
事・前
評
議
員

を
代
表
し
て
田
塚
不
二
男
前

北
海
道
部
会
長
（
根
室
市
）

が
、
各
委
員
会
の
前
委
員
を

代
表
し
て
阿
部
銀
次
郎
前
地

方
財
政
委
員
長
（
三
条
市
）

が
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
を
受
領
。

前
役
員
を
代
表
し
て
、
清

水
前
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。

【
新
役
員
（
敬
称
略
）】

▽
会
長
＝
坊　
恭
寿
（
神
戸

市
）
▽
副
会
長
＝
田
口
裕
士

（
岡
山
市
）
▽
理
事
＝
多
比

良
和
伸
（
砂
川
市
）、
奈
良

岡
隆
（
青
森
市
）、金
厚
有
豊

（
富
山
市
）、
森
田
正
英
（
清

瀬
市
）、
青
山
義
明
（
蒲
郡

市
）、
西
山
博
大
（
川
西
市
）、

加
村
祐
志
（
徳
島
市
）、長
友

潤
治
（
都
城
市
）、山
本
香
代

子
（
江
東
区
）
▽
監
事
＝
德

久
研
二
（
安
芸
市
）、伊
藤
義

夫
（
学
識
経
験
者
）
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抗 議 声 明
本日、北朝鮮は、我が国の排他的経済水域（ＥＥＺ）内に落下したと推定

される弾道ミサイルを複数発射した。これまでの弾道ミサイルの度重なる発
射も含めた一連の行動は、日本、アジアだけでなく国際社会の平和と安全を
脅かす、決して許せない暴挙である。

我が国の国民の生命、身体、財産、領海・領土の安全を脅かし、航行・操業す
る船舶や漁船、航空機に対し重大な危険を及ぼす行為は断じて容認できない。また、
国連における強い制裁措置の決議を無視し、関連する国連安保理決議に反する行
為を繰り返す北朝鮮の行動に対し、国民は極めて強い憤りと不安を覚えている。

ここに、我が国の地方自治体を代表して、北朝鮮による弾道ミサイル発射に
対して厳重に抗議するとともに、日本及び周辺国の安全を大きく損ない地域の平
和・安全を脅かす挑発行為の即刻中止と、拉致被害者の即時帰国を強く求める。

令和５年（２０２３年） ６月１５日
地 方 六 団 体

全国知事会会長	 平 井 伸 治
全国都道府県議会議長会会長職務代理者	 石 井 邦 一
全国市長会会長	 立 谷 秀 清
全国市議会議長会会長	 坊    恭 寿
全国町村会会長	 荒 木 泰 臣
全国町村議会議長会会長	 南 雲    正

本
会
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
六
団
体
は
６
月
15
日
、
北

朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル

発
射
に
対
し
、
厳
重
な
抗
議

の
意
を
表
す
る
た
め
、
会
長

連
名
で
抗
議
文
を
発
表
し
た

（
左
掲
）。

地 方
六 団 体
北
朝
鮮
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
抗
議

北
朝
鮮
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
抗
議

各 委 員 会 合 同 会 議各 委 員 会 合 同 会 議

定
期
総
会
終
了
後
、
本
会

は
各
委
員
会
合
同
会
議
を
開

催
し
、
５
委
員
会
（
地
方
行

政
・
地
方
財
政
・
社
会
文
教
・

産
業
経
済・建
設
運
輸
）の
正

副
委
員
長
を
各
部
会
の
推
薦

に
基
づ
き
選
任
し
た
。

都
市
問
題
に
関
す
る
特
別

委
員
会
（
令
和
５
年
度
「
空

き
家
・
空
き
地
問
題
に
関
す

る
特
別
委
員
会
」）、
国
と
地

方
の
協
議
の
場
等
に
関
す
る

特
別
委
員
会
の
正
副
委
員
長

は
、
会
長
推
薦
に
基
づ
き
選

任
し
た
。

ま
た
、
５
委
員
会
の
委
員

長
と
都
市
問
題
に
関
す
る
特

別
委
員
会
の
委
員
長
は
、
国

と
地
方
の
協
議
の
場
等
に
関

す
る
特
別
委
員
会
設
置
要
綱

に
基
づ
い
て
同
委
員
会
の
委

員
に
就
任
し
た
。

国
会
対
策
委
員
会
の
正
副

委
員
長
は
、
令
和
５
年
度
最

初
の
委
員
会
で
選
任
さ
れ
る
。

地方行政委員会
委員長 菊地　 忍	 （名取市）

副委員長 吉村 浩平	 （中津川市）
山根 　巌	 （鳴門市）

地方財政委員会
委員長 岸　 正明	 （茅ヶ崎市）

副委員長 鈴木 弘睦	 （袋井市）
花牟礼 薫	 （鹿屋市）

社会文教委員会
委員長 上羽 和幸	 （舞鶴市）

副委員長 横山　 真	 （諏訪市）
神谷 建一　（宗像市）

産業経済委員会
委員長 細井 英輔	 （吉野川市）

副委員長 稲垣 清也	 （加賀市）
吉和 　宏	 （尾道市）

建設運輸委員会
委員長 早川 昇三	 （室蘭市）

副委員長 茂木 一郎	 （深谷市）
長岡 肇太郎	（萩市）

都市問題に関する特別委員会
委員長 岡本 純祥	 （三原市）

副委員長 燕 　昌克	 （留萌市）
島田 玲子	 （越谷市）

国と地方の協議の場等に関する特別委員会
委員長 清水 富雄	 （横浜市）

副委員長 北 　良晃	 （奈良市）
稲田　 清	 （米子市）

各委員会委員長・副委員長一覧

上羽社会文教委員長
（舞鶴市）

細井産業経済委員長
（吉野川市）

菊地地方行政委員長
（名取市）

岸地方財政委員長
（茅ヶ崎市）

早川建設運輸委員長
（室蘭市）

岡本都市問題特委
委員長（三原市）

清水国と地方特委
委員長（横浜市）
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橘自民党総務部会地方議会PT幹事長（中央）あかま自民党総務部会地方議会PT事務局長（中央）

菅前内閣総理大臣（中央）

松本総務大臣（中央）

岡田デジタル田園都市国家構想担当・地方創生担当大臣（中央）

坊
恭
寿
会
長
、
清
水
富
雄

前
会
長
は
6
月
15
日
、
政

府
、
与
党
の
関
係
国
会
議
員

を
訪
ね
、
会
長
就
退
任
の
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
。

【
訪
問
先
】

▽
松
本
剛
明
総
務
大
臣
▽
岡

田
直
樹
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
・
地
方
創
生
担
当

大
臣
▽
菅
義
偉
前
内
閣
総
理

大
臣
▽
橘
慶
一
郎
自
由
民
主

党
総
務
部
会
地
方
議
会
の
課

題
に
関
す
る
PT
幹
事
長
▽
あ

か
ま
二
郎
同
党
同
PT
事
務
局

長

政府 /与党関係議員を訪問
新旧会長 就退任あいさつ就退任あいさつ

本会主催の第18回研究フォーラムが10月25、26
の両日、市制60周年を迎えた福岡県北九州市の
西日本総合展示場新館で開催されます。

今回の大会テーマは「統一地方選挙の検証と
地方議会の課題（仮）」。パネルディスカッションや
事例報告を交えた課題討議を行う予定です。

参加申込など詳細については、追って本会ウェ
ブサイト  に掲載いたします。

お問合せは企画議事部まで
☎ ０３-３２６２-２３０3

西日本総合展示場
新館 福岡県北九州市小倉北区

浅野三丁目8-1

令和
５年

9:00～（開場8:30～）
10月25日 26日

[水] [木]
▶

13:00～（開場・受付12:00～）

2,500名定　員

※今後の感染状況に応じて、中止等の
　場合があります。

9,000円参加費

大
会
テ
ー
マ

統
一
地
方
選
挙
の
検
証
と

地
方
議
会
の
課
題（
仮
）

◆第1日目：10月25日㈬

●プログラム（予定）

12:00 開場・受付開始
13:00 開会式
13:20 第1部 基調講演
14:40 第2部 パネルディスカッション
16:50 終了
17:15 第3部 意見交換会
　　　　　（於：リーガロイヤルホテル小倉）

◆第2日目：10月26日㈭

  9:00 第4部 課題討議
11:00 閉会式
11:30 第5部 視察

※講師等詳細は決まり次第、
　全国市議会議長会ホームページに
　掲載します。

■主催：全国市議会議長会　■後援：総務省（予定）
■実施：第18回全国市議会議長会研究フォーラム実行委員会（予定）
■協賛：全国市議会議員互助会、（有）都市企画センター

第18回

全国市議会議長会
研究フォーラム 北九州

日本新三大夜景都市全国１位

西日本総合展示場
新館 福岡県北九州市小倉北区

浅野三丁目8-1

令和
５年

9:00～（開場8:30～）
10月25日 26日

[水] [木]
▶

13:00～（開場・受付12:00～）

2,500名定　員

※今後の感染状況に応じて、中止等の
　場合があります。

9,000円参加費
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◆第1日目：10月25日㈬

●プログラム（予定）

12:00 開場・受付開始
13:00 開会式
13:20 第1部 基調講演
14:40 第2部 パネルディスカッション
16:50 終了
17:15 第3部 意見交換会
　　　　　（於：リーガロイヤルホテル小倉）

◆第2日目：10月26日㈭

  9:00 第4部 課題討議
11:00 閉会式
11:30 第5部 視察

※講師等詳細は決まり次第、
　全国市議会議長会ホームページに
　掲載します。
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https://www.si-gichokai.jp/forum/index.html#1192441
https://www.si-gichokai.jp/forum/index.html#1192441
https://www.city.kitakyushu.lg.jp/page/kitaq-60th/

